
五
月
十
五
日
。
午
前
八
時
三
十
分
、
7
ッ
ツ
島
通
信
部
隊
は
一

号
無
線
機
を
破
壊
し
て
、
チ
チ
ャ
ゴ
フ
地
区
に
移
動
。
独
立
無
線

第
十
一
小
隊
の
無
線
機
の
乾
電
池
は
、
あ
と
十
日
分
し
か
な
か
っ

た
。五

月
十
七
日
。
荒
井
峠
の
一
ケ
小
隊
全
滅
、
各
地
区
隊
は
チ
サ

ヤ
ゴ
7
地
区
を
死
守
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

部
ア
Ⅵ
′
ユ
ー
シ
ャ
ン
列
島
ヲ
確
保
シ
、
敢
ノ
企
図
ヲ
粉
砕
ス
ル
タ

メ
ア
ラ
ユ
ル
方
途
ヲ
講
ジ
ツ
ツ
ア
リ
」
と
云
う
そ
の
「
方
途
」
の

実
質
な
の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
十
九
日
、
大
本
営
は
遂
に
そ
の
作

戦
方
針
を
変
更
す
る
に
至
っ
た
。

努
の
状
況
、
気
象
予
測
の
結
果
、
作
戦
成
功
の
成
算
な
く
、
今

後
持
久
戦
に
移
行
す
る
に
於
て
は
、
全
局
の
戦
略
上
重
大
な
破
綻

を
き
た
す
倶
九
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。

五
月
十
八
田
。
荒
井
峠
の
撤
退
に
よ
り
、
散
の
攻
撃
重
点
は
、

雀
ケ
丘
か
ら
虎
山
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
散
の
砲
爆
撃
は
少
し
の

衰
え
も
見
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
切
れ
の
な
い
轟
音
の
港
市
の
よ
う

な
連
続
転
、
耳
が
ま
る
で
バ
カ
に
な
っ
て
、
す
ぐ
そ
ば
で
応
射
し

七
い
る
機
関
銃
の
音
も
ま
る
で
聞
え
な
か
っ
た
。

だ
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
霧
が
重
苦
し
か
つ
た
。

五
月
二
十
一
日
。
朝
、
雀
ケ
丘
の
守
備
隊
は
全
滅
し
た
。
同

夜
、
奇
襲
奪
回
を
試
み
た
が
不
成
功
に
終
っ
た
、
こ
の
日
、
前
線

は
更
に
収
崩
し
た
。
主
要
火
器
は
高
射
砲
四
門
、
山
砲
四
門
、
速

射
砲
二
門
、
大
隊
砲
一
門
、
機
関
砲
七
門
、
音
届
l
芋
五
銃
を
残

す
の
み
で
あ
っ
た
。
兵
員
、
二
千
百
五
十
名
。

こ
れ
よ
り
先
、
大
本
営
は
、
潜
水
艦
三
に
よ
る
キ
ス
カ
か
ら
の

戦
力
〓
隻
五
十
人
軍
需
品
若
干
）
補
給
、
潜
水
艦
一
に
よ
る
内

地
か
ら
三
百
五
十
屯
の
港
我
弾
薬
軸
送
、
海
軍
機
転
よ
る
落
下
傘

投
下
を
計
画
し
て
い
た
。

こ
れ
が
、
五
月
十
六
日
、
参
謀
癒
長
が
北
方
軍
に
対
し
、
「
西

二
十
二
日
。
本
名
・
林
・
後
藤
各
中
隊
全
減
。
機
関
銃
小
隊
全

滅
。
小
沢
・
佐
久
間
各
小
隊
全
滅
。

二
十
三
日
。
十
勝
岳
陣
地
全
滅
。
こ
の
二
日
間
に
於
け
る
散
の

攻
撃
は
一
層
蟻
烈
で
あ
っ
た
。
敵
の
十
五
権
、
十
将
の
各
砲
兵
大

隊
は
、
完
全
に
そ
の
威
力
を
発
拝
し
た
。
敵
は
、
砲
煙
と
洩
霜
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
、
充
満
し
て
い
る
感
じ
で
あ
っ
た
。
不
眠
の
状



態
が
続
く
と
、
ど
う
で
も
い
い
や
と
、
な
に
か
な
げ
や
り
な
も
の

を
感
ず
る
。
不
思
議
に
恐
怖
感
は
な
か
っ
た
。
死
と
い
う
も
の

が
、
今
ま
で
隣
に
い
た
奴
が
ゴ
ロ
可
と
倒
れ
る
、
そ
の
ま
ま
動
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
こ
と
と
結
び
つ
か
な
■
い
。
動
物
が
あ

る
瞬
間
か
ら
物
体
に
な
っ
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
ま
た
、
そ
の
物
体
と
自
分
と
が
結
び
つ
か
な
い
。

た
と
い
、
結
び
つ
い
た
と
て
、
そ
れ
が
ど
う
だ
と
い
う
の
か
。
そ

ん
な
こ
と
よ
り
、
た
だ
、
こ
の
音
が
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の

か
。
そ
れ
は
、
も
う
音
と
し
て
ほ
聞
こ
え
な
い
の
だ
が
し
か
し
や

は
▼
り
何
か
あ
り
、
そ
い
つ
の
た
め
に
、
こ
っ
ち
は
梓
の
中
の
芋
の

や
う
に
、
そ
の
何
か
．
の
中
で
こ
ね
ま
わ
さ
れ
、
か
き
ま
わ
さ
れ
て

い
る
感
じ
な
の
で
あ
っ
た
。

北
方
軍
司
令
官
か
ら
の
電
報
が
あ
っ
た
。

（
貴
部
像
ハ
孤
軍
ヨ
ク
長
期
二
亘
り
北
太
平
洋
方
面
ノ
戦
略
要

点
ヲ
確
保
シ
僕
畢
ナ
ル
散
ヲ
読
方
面
二
牽
制
シ
以
テ
帝
国
北
辺
ノ

防
備
態
勢
ノ
強
化
二
資
シ
タ
リ
（
中
略
）
武
勲
ハ
真
二
抜
群
、
内

外
ヒ
ト
シ
ク
確
艶
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
予
探
ク
満
足
、
切
々
ト
シ
テ

感
激
二
堪
エ
ザ
ル
キ
ノ
ア
リ
。

軍
ハ
海
軍
卜
協
同
シ
万
策
ヲ
ツ
タ
シ
テ
人
員
ノ
救
出
工
務
ム
ル

モ
、
地
区
隊
長
以
下
凡
百
ノ
手
段
ヲ
尽
シ
テ
敵
兵
貞
ノ
尽
滅
ヲ
ハ

カ
リ
、
最
後
二
重
ラ
バ
、
帝
夕
玉
砕
シ
、
帝
国
軍
人
′
精
華
ヲ
発

揮
ス
ル
ノ
覚
悟
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
）

云
わ
は
、
最
後
の
引
導
で
あ
っ
た
。

二
十
四
日
。
山
崎
部
隊
長
宛
、
天
皇
勅
寿
を
受
信
。

二
十
五
日
。
こ
の
日
、
浪
霧
が
消
え
た
。
め
ず
ら
し
い
晴
天
。

太
陽
由
光
。

そ
し
て
、
思
い
な
し
か
、
敵
の
砲
撃
も
少
し
間
違
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
意
外
に
爆
撃
も
少
な
い
。
う
る
さ
く
飛
ん
で
来
る
の
は
来

た
が
。じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
被
服
か
ら
水
蒸
気
が
あ
が
る
。

馬
の
背
方
面
に
侵
入
し
て
来
た
敵
中
部
隊
を
撃
退
す
る
。
反
撃

は
な
い
。

1
－
こ
の
日
、
駆
逐
艦
二
重
、
北
千
島
を
出
発
。
こ
れ
に
よ

り
、
衷
行
補
給
、
又
は
穏
密
裡
に
近
ず
き
得
れ
ば
撤
退
の
計
酉
で

あ
っ
た
。

二
十
六
日
。
昨
日
に
引
境
い
て
、
全
線
と
も
敵
の
行
動
は
活
渡

で
な
か
っ
た
。
陣
前
、
約
千
米
を
へ
だ
て
て
、
散
と
対
時
し
て
い

る
。
思
い
だ
し
た
よ
う
に
射
っ
て
く
る
。

午
後
三
時
、
約
二
百
の
散
に
よ
っ
て
、
馬
の
背
方
面
遂
転
突
破

さ
れ
る
。

二
十
七
日
。
虎
山
に
敵
の
遺
棄
屍
体
三
百
。
昨
日
獲
得
し
た
敢



将
校
手
帳
に
は
、
小
隊
四
十
四
名
中
、
戦
死
二
十
名
、
と
あ
る
。

だ
が
、
味
方
も
残
少
な
く
な
っ
た
。
火
砲
重
火
器
の
使
え
る
も

の
も
殆
ん
ど
な
い
。
塩
練
ま
た
心
細
し
。

結
局
こ
の
地
上
ほ
救
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

宇
宙
は
流
れ
ゆ
く
虚
無
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
ね
）

二
十
八
日
。
駆
逐
艦
二
は
、
ア
ッ
ツ
至
近
海
上
に
於
で
消
息
を

絶
っ
た
。
北
方
軍
掛
合
部
は
、
そ
の
戦
闘
掛
合
所
を
よ
う
や
く
幌
笹
島
柏

原
に
推
進
し
、
第
五
艦
隊
及
び
第
十
二
航
空
艦
隊
と
協
定
、
な
お

7
7
ツ
島
部
隊
の
撤
退
に
努
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

三
田
の
最
後
の
手
紙
は
五
月
六
日
付
、
ず
い
ぶ
ん
あ
と
に
な
っ

て
か
ら
、
岩
手
県
花
巻
の
彼
の
丙
親
の
と
こ
ろ
に
と
ど
い
た
。

「
元
気
」
た
だ
、
そ
の
二
字
で
あ
っ
た
。

三
田
の
独
立
第
三
百
三
大
隊
の
守
備
す
る
チ
チ
ャ
ゴ
フ
帝
地
区

が
、
結
局
、
最
後
の
拠
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
島
で
も
、
三
田
は
や
は
り
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
感
じ
、
そ

れ
を
例
の
手
帳
に
鼓
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
戦
闘
が
如
何
に
激

烈
な
瞬
間
で
も
、
三
田
は
き
つ
と
、
何
か
を
見
て
い
た
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
手
帳
も
、
「
秩
密
漏
洩
上
」
　
五
月
十
六
日
、
厳

に
焼
却
を
命
ぜ
ら
れ
た
管
だ
。
そ
れ
か
ら
あ
と
聖
二
田
を
私
は
思

う
。
あ
の
大
き
な
眼
の
光
り
を
思
い
だ
す
。

（
死
ね
た
ら
死
ん
だ
方
が
い
い
よ
う
で
す
。

五
月
二
十
九
日
。
ア
ッ
ツ
島
北
海
守
備
第
二
地
区
隊
よ
り
、
海

軍
通
信
系
に
よ
っ
て
の
発
電
。

八
一
、
二
十
五
日
以
来
ノ
散
陸
海
空
軍
ノ
猛
攻
ヲ
受
ケ
第
一
線

両
大
隊
ハ
殆
ン
ド
浩
減
（
全
線
ヲ
通
ジ
残
存
兵
力
約
百
五
十
）
ノ

タ
メ
、
要
点
ノ
大
部
分
ヲ
奪
取
セ
ラ
レ
、
辛
仇
ジ
テ
本
一
日
ヲ
支

ウ
ル
ニ
至
レ
リ
。

二
、
地
区
隊
ハ
海
正
面
防
備
兵
力
ヲ
撤
シ
、
之
ヲ
以
テ
本
二
十

九
日
攻
撃
ノ
重
点
ヲ
大
沼
谷
地
方
面
ヨ
リ
、
後
藤
平
敢
集
団
地
点

二
向
ケ
、
敢
二
最
後
ノ
鉄
鎚
ヲ
下
シ
之
ヲ
残
減
、
皇
軍
ノ
真
価
ヲ

発
揮
セ
ソ
ト
ス
。

三
、
野
戦
病
院
収
容
中
ノ
傷
病
者
ハ
夫
々
最
後
ノ
覚
悟
ヲ
キ
メ

処
置
ス
ル
ト
コ
P
ア
リ
。

非
戦
闘
員
タ
ル
軍
属
ハ
各
自
兵
器
ヲ
ト
∴
リ
、
陸
海
員
ト
モ
一
隊



ヲ
縮
戌
、
戎
草
餅
ノ
後
方
ヲ
軋
進
セ
シ
ふ
。

・
四
、
⊥
琴
撃
前
進
後
、
無
線
琶
膚
親
ヲ
破
顔
、
暗
号
書
ヲ
虎
却

ス
。五
、
状
況
ノ
細
部
ハ
江
本
参
謀
、
酒
田
陸
軍
大
尉
ヲ
シ
テ
報
告

虻
シ
ム
ル
タ
メ
残
存
七
シ
ふ
。

六
、
最
後
ノ
地
点
ト
シ
テ
島
原
（
サ
ラ
ナ
湾
ヲ
リ
駒
ヶ
岳
二
重

ル
間
）
　
肘
近
二
拠
ル
モ
一
案
ナ
ル
そ
、
最
早
補
給
ノ
道
ナ
ク
、

且
、
狭
隆
ナ
ル
地
域
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
長
期
持
久
ハ
望
ミ
得
ず
レ
．
ハ

之
ヲ
放
棄
ス
）

此
の
電
報
に
次
い
で
、

（
機
密
書
類
焼
却
。
之
l
〓
丁
無
線
税
政
壊
処
分
ス
）

一
八
四
〇
、
受
膚
。

（
五
月
二
十
九
日
決
行
ス
ル
当
地
区
隊
夜
襲
ノ
効
果
ヲ
ナ
ル
べ

ク
速
カ
ニ
偵
察
セ
ラ
レ
度
。

特
こ
、
後
藤
平
、
雀
ケ
丘
附
近
）

二
二
〇
、
受
信
。

（
従
来
ノ
懇
情
深
謝
ス
ル
ト
共
こ
、
閣
下
ノ
健
勝
ヲ
祈
念
ス
）

二
十
九
日
、
参
謀
庵
長
、
．
陸
軍
大
臣
よ
り
の
発
電
。

（
本
二
十
九
日
、
貴
地
区
隊
ノ
奮
戦
永
沢
更
二
上
聞
二
遵
シ
、

再
ビ
優
渥
ナ
ル
御
言
葉
ヲ
腸
フ
。
思
惟
感
激
二
堪
ユ
ズ
。
今
ヤ
長

銀
ノ
開
演
二
立
チ
、
毅
然
タ
ル
決
意
、
堂
々
タ
ル
部
署
ノ
報
二
接

シ
合
掌
シ
テ
感
謝
ス
。
直
チ
エ
上
奏
ス
ペ
シ
。
必
ズ
ヤ
諸
子
ノ
仇

ヲ
復
シ
属
敵
二
邁
進
セ
ソ
。

願
ク
ハ
意
ヲ
安
ソ
ゼ
ラ
レ
、
永
ク
北
辺
ノ
守
ト
シ
テ
神
蕪
リ
マ

サ
ン
コ
ト
ヲ
）

こ
の
夜
の
攻
撃
は
、
夜
十
二
時
頃
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
も
よ
う

で
あ
っ
た
。

排
暁
、
一
団
と
な
っ
た
守
備
隊
は
、
敵
の
一
線
を
突
破
し
、
後

方
陣
地
深
く
な
だ
れ
こ
ん
だ
。

紛
敦
、
嶺
兵
。
入
り
み
だ
れ
る
叫
喚
。
自
軍
の
兵
力
を
う
つ
お

そ
れ
が
あ
っ
て
、
散
は
砲
爆
撃
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ア
ッ
ツ
島
至
近
に
あ
っ
た
我
が
潜
水
鮭
は
、
散
の
平
文
発
電
を

傍
受
し
た
。



八
一
、
一
時
五
十
三
分
、
コ
ー
ル
ド
マ
ウ
ソ
テ
ソ
｛
虎
山
？
　
或

い
は
獅
子
山
）
ノ
サ
ラ
ナ
・
マ
ッ
カ
ッ
サ
ル
峠
ハ
日
本
軍
二
突
破

サ
レ
ク
。

二
、
三
時
四
十
分
、
出
撃
ノ
日
本
軍
兵
力
ハ
、
約
三
百
。

三
、
四
時
二
十
一
分
、
第
二
大
隊
カ
ラ
派
遣
サ
レ
タ
第
二
捜
索

中
隊
ハ
チ
ヤ
ー
ド
後
退
ヲ
余
儀
ナ
ク
サ
レ
ク
）

中
を
、
遂
に
成
功
し
、
八
月
一
日
、
全
員
北
千
島
に
帰
っ
た
。

戦
い
は
な
お
焼
い
た
。
敵
の
情
報
に
よ
る
と
、
山
崎
大
佐
と
出

撃
日
本
軍
の
大
部
（
約
百
三
十
名
）
が
戦
死
し
た
の
は
三
日
頃
で

あ
る
。そ
し
て
、
十
日
に
至
っ
て
も
、
日
本
軍
の
抵
抗
は
散
発
的
で
は

あ
る
が
、
ま
だ
や
ま
な
か
っ
た
。

か
な
り
離
れ
た
キ
ス
カ
島
ま
で
、
そ
の
砲
声
が
、
か
す
か
に
聞

え
、
夜
に
な
る
と
、
赤
く
火
が
革
む
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
米
軍

の
清
廉
と
な
っ
た
も
の
は
二
十
九
名
。
何
れ
も
負
傷
し
意
識
を
失

っ
て
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

五
月
三
十
日
、
大
本
営
は
、
ア
ッ
ツ
島
部
隊
の
玉
砕
を
公
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
れ
は
、
敢
兵
力
約
二
万
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

八
月
二
十
九
日
、
ア
ッ
ツ
島
将
兵
の
氏
名
が
発
表
さ
れ
た
。
何

れ
も
二
階
故
特
進
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
田
は
二
階
級
進
級

し
て
、
陸
軍
兵
長
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
彼
は
、
最
後
ま
で
、
最

下
級
の
兵
士
で
あ
っ
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
（
終
り
）

（
こ
の
作
品
は
、
一
九
五
二
年
九
月
r
小
説
朝
且
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
）

キ
ス
カ
撤
収
作
戦
は
潜
水
艦
に
よ
っ
て
何
度
も
実
施
さ
れ
よ
う

と
し
た
が
、
そ
の
度
に
扱
書
は
累
加
し
、
七
月
七
日
艦
隊
の
全
力

を
以
て
し
て
も
成
功
し
な
か
っ
た
が
、
二
十
九
日
、
折
か
ら
の
霧




